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研究成果の概要（和文）： 島嶼や山間の過疎地に所在する高齢化コミュニティに暮らす人々

は、健康を維持、回復する上で、一定の不安や不便を認識しつつ、今なお住み慣れた土地と民

俗に象徴される在地の文化に対する愛着、そして、長らく培われてきた人間関係を大切に生き

ようとする心意が強く、特に保健・医療・福祉の施策を有効に展開するには、在地の文化や人

間関係の仕組みとの整合性を積極的に考慮して構想することが重要とみられることが判明した。 
 
研究成果の概要（英文）： Our conclusion is the followings. Though people living in aging 
community located in isolated island and mountainous region is in trembling 
uncertainly to keep their health, at the same time, attached to their native land, 
tradition and folklore peculiar. Accordingly their will to be living in there based in 
human relationship traditionally is very strong. Then especially in the field of health, 
medical care, social welfare, it is the most important point to make policy in these 
aging community that we should think positively to adjust on the traditional culture 
and social structure in land concerned.  
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１．研究開始当初の背景 
 一般には、限界集落と呼ばれることが多い

大字や字を対象とした私どものこれまでの
民俗調査によれば、少子高齢化と自治の崩壊、
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社会保障の危機を前に、在地の環境や文化、
社会の特色を活かしながら、巧みにそれらを
乗り越える現実的な方策を生みだし､コミュ
ニティ（共同体）として地域社会を維持しよ
うとする意欲的な営みにも遭遇する。私ども
は、これを「高齢化コミュニティ」と呼び、
概念化すると共に、特に、当該地に暮らす高
齢者の保健・医療・福祉的なニーズをどのよ
うに充足することが望ましいか、深い関心を
寄せてきていた。 
 
２．研究の目的 
脱施設＝地域・在宅ケア、ノーマライゼー

ションを方向性とする福祉の動向やスロー
ライフに対する評価の影響も受けながら、住
み慣れた土地と民俗に象徴される在地の文
化に対する愛着、そして、長らく培われてき
た人間関係を大切に生きようとする高齢化
コミュニティの人々の心意と、特に保健や医
療の面で、現実に適応する具体的な戦略が、
どのように折り合って展開しているか？高
齢化コミュニティ一般に当てはまる原理性
は確認されるのか？本研究は、深層で民俗と
その伝承が有する現代的な意義に強い関心
を寄せつつ、異なる文化・社会的背景を有す
る当該大字の比較により、それらに迫ろうと
するものである。 
 
３．研究の方法 
私どもの研究、並びに、社会貢献の方法は以
下である。 
（１） 特に、家族や親族、地域社会の社会
構造や互助慣行、信仰、病気観と健康観、人
口移動に注目しながら、民俗調査により、当
該調査地の伝統的な文化や社会構造上の特
色を明らかにする。 
（２） 特に、高齢者の介護や子育て支援施
策に注目しながら、社会福祉や社会政策学的
な知見と方法に拠りながら、当該調査地が属
する自治体における現行の地域保健、社会保
障の政策・施策の特色を明らかにする。 
（３） ①の知見と②の知見をつきあわせ、
当該調査地の伝統的な文化や社会構造上の
特色と理念的、原理的に齟齬するとみられる
現行の政策・施策を明らかにする。 
（４） ③で明らかになった矛盾を解消する
ために、当該調査地の伝統的な文化や社会構
造上の特色を活かした新たな政策や施策を、
当該調査地が属する自治体の担当者と共に
構想し、当該自治体の住民と首長、議会に提
案する。 
 
４．研究成果 

２００９年度（一部はそれ以前）から始ま
った上掲の方法に基づく取り組みにより、こ
れまでに以下の成果を得た。 
（１） 八丈島中之郷地区を中心とする民俗

調査、並びに、八丈町における高齢者施策に
関する調査、公衆衛生に関する史料の調査を
概ね完了した。また、八丈島全域での古文書
の整理、記録化を鋭意進めてきた。 

また、八丈町におけるこれまでと現行の政
策・施策の実態を把握するためのヒアリング
や実見、資料収集の調査を同時に進めてきた。
それを踏まえ、当該調査地の伝統的な文化や
社会構造上の特色を活かした新たな政策や
施策を、当該調査地が属する自治体の担当者
と共に構想するため、八丈町の一般住民が 70
名も参加する規模のフォーラムを八丈町に
おいて開催した。マスコミも取り上げ、注目
が集まっている。首長と議会への政策・施策
提案に向け、概ね土台つくりを完了させた。 
（２） 福島県昭和村両原地区、金山町田沢
地区の全戸を対象とする世帯調査、族制慣行、
互助慣行、自治制度、生業、年中行事に関す
る民俗調査、並びに、昭和村と金山町におけ
る高齢者施策に関する調査を概ね完了した。 
この成果を踏まえ、当該調査地の伝統的な文
化や社会構造上の特色を活かした新たな政
策や施策を、当該調査地が属する自治体の担
当者と共に構想するため、一般住民も参加す
る相当規模のフォーラムを昭和村と金山町
において開催する企画をまとめ、実務的な準
備を進めるところまで到達した。 
（３） 福島県金山町山入地区における農業
用水路補修の共同作業、特にムラの自治活動
における高齢者の関わりを中心に、神社祭典
と演芸大会、村歌舞伎と芸能大会の運営に関
わる調査を概ね完了した。 
（４） 当該分野に関心の深い大学院生を複
数補助スタッフとして迎え入れ、研究指導に
当たり、後継研究者の養成も推進した。 
（５） 本調査・研究期間中の 2011 年 8 月
に、奥会津地方と新潟県を襲った大規模な集
中豪雨によって、当該調査地も相応の被害を
受けた。これに関わって、偶発的ながら、災
害に関わる伝承や、防災に関わる互助協同の
慣行についても調査が展開し、高齢者の保
健・医療・福祉的なニーズを充足する政策・
施策の構想に、新たな視点を加えることがで
きた。 
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